
自動組版で
冊子製作の「業務効率、品質安定、

コストダウン」を実現！



こんな悩みはありませんか？
自動組版とは
自動組版のメリット
自動組版に適しているもの
活用事例
デジタルブック
お問合せ

01
02
03
04
05
06
07

TABLE OF CONTENTSTABLE OF CONTENTS



こんな悩みはありませんか？
01

•原稿入稿～初校まで時間がかかる。もっと早くならないかな。
•excelで管理しているが、入稿は別ファイルなので煩雑になる。
•web用データと印刷用データを統一したい。

こんな悩みを「自動組版」が解決いたします。



データベースを活用して文章情報を整形し、一定のルールに
従ってデザインとレイアウトを行うことです。

お客様がご用意するもの

印刷物・ウェブサイト
・PDFデータ納品

自動組版とは
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お客様からいただいた情報を自動処理プログラムによってレイアウトしま
す。レイアウトの雛形は当社で作成し、ご確認することができます。
お客様がご用意するのは（テキスト、画像、Excel or CSV）のみとなりま
す。

Excel　CSV　画像　テキスト

自動処理プログラム
によってレイアウント

アウトプット



自動組版の
メリット
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スピーディー
入稿をもっと遅くすることができます。
また校正を短期間で提出することができま
す。

クオリティの均一化
一定のルールに従って作業するので
クオリティが保たれます。

ミスの減少
人為的なミスの発生を極力減らすことが
できます。

コストダウン
フォーマット作成には初期費用が掛かりま
すが、定期的な更新が決まっている場合は
コストダウンが図れます。長期での活用の
場合はさらなるコストダウンが見込めま
す。



■繰り返しの単純作業が多いもの
（ページ数が多く、情報量が多いものはより効率化され
ます。）

■テキスト原稿が一定のルールに従って整頓されている
もの

■画一的なレイアウトになっているもの

自動組版に適して
いるもの
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活用事例
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１．シーズ集での活用

オンラインのフォームを使用して原稿
を収集することで、整理や手配の作業
が不要になります。原稿の収集からレ
イアウトまではすべて自動で流し込み
を行います。情報はデータベースで整
理されており、ウェブサイトで研究情
報の検索サイトを作成したり、デジタ
ルブックに展開することもできます。

2．講座案内パンフレットでの活用

定形のフォーマットに講座の情報を入力
するだけでレイアウトを行うことができ
ます。講師から原稿を収集すればレイア
ウトまでの作業をすべて自動で行いま
す。情報はデータベースで管理していま
すのでデータベースから過去情報を拾っ
てくれば、次回以降の更新作業もスムー
ズです。パンフレットの印刷のほか、デ
ジタルブックへの展開も可能です。

オンラインで
データ収集



活用事例

3．カタログでの活用

カタログ製作でのメリットは効率と安定した品質を確保
できることです。
掲載商品名、価格や仕様などデータベースと連動するこ
とで基幹システムのデータを活用することができます
（ExcelやCSVに変換）。したがって大幅に効率化が実
現、データの再入力をする必要も無くなり、校正作業も
大幅に軽減されます。事前に準備したレイアウトを使用
して印刷用データを作成、またWebカタログも同時に作
成することができます

自動組版を活用することで、
作成プロセスを合理化し、品
質向上、効率化、一貫性の確
保、そして迅速なカスタマイ
ズが可能となります。これに
より費用対効果を向上させる
ことができます。



デジタルブック
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デジタルブック
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デジタルブック
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お問合せ
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会社名　株式会社エクシート
住　所　本社 ／〒919-0482 福井県坂井市春江町中庄61-32　　TEL：050-1791-0764
　　　　東京営業所 ／〒104-0033 東京都中央区新川1-8-8　アクロス新川ビル6階
  　　　   株式会社ディコミュニケーションズ内　　TEL：080-4611-7173
H　　P　https://exceet.co.jp/

https://exceet.co.jp/

